
ち
ょ
っ
と
し
た
駐
輪
も

放
置
自
転
車
で
す

皆
さ
ん
、
放
置
自
転
車
と
は

ど
う
い
う
こ
と
を
言
う
の
か
ご

存
じ
で
す
か
？

放
置
自
転
車
と
は
、
利
用
者

が
自
転
車
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ

て
、
す
ぐ
に
移
動
で
き
な
い
状

態
の
も
の
を
言
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
ほ
ん
の
ち
ょ
っ

と
だ
か
ら
…
」
と
、
店
の
前
に

自
転
車
を
置
い
て
買
い
物
な
ど

を
し
て
い
る
と
き
も
、
す
ぐ
に

移
動
で
き
な
い
状
態
な
の
で
、

こ
れ
は
放
置
自
転
車
と
な
り
ま

す
。

歩
行
者
や
緊
急
車
両
の

妨
げ
に

安
易
な
気
持
ち
で
自
転
車
を

道
路
や
歩
道
に
置
く
と
、
歩
行

者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
車
い

す
や
乳
母
車
な
ど
の
通
行
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
止
め
ら
れ
た

自
転
車
は
、
視
覚
障
害
の
か
た

が
歩
く
妨
げ
に
な
り
大
変
危
険

で
す
。
そ
の
上
、
街
の
美
観
を

損
な
う
と
と
も
に
、
地
震
・
火

災
等
の
際
に
は
緊
急
車
両
の
通

行
や
消
火
活
動
な
ど
の
障
害
と

な
り
、
大
惨
事
に
も
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。

市
内
の
放
置
自
転
車
は
、
七

駅
（
柏
駅
、
南
柏
駅
、
北
柏
駅
、

豊
四
季
駅
、
新
柏
駅
、
増
尾
駅
、

逆
井
駅
）
で
一
日
約
二
千
台
か

ら
三
千
台
あ
り
、
そ
の
う
ち
約

千
台
か
ら
二
千
台
が
柏
駅
に
集

中
し
、
駅
前
や
道
路
上
に
放
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

駅
周
辺
は
放
置
自
転
車

禁
止
区
域

市
で
は
、
昭
和
58
年
10
月
に

制
定
さ
れ
た
「
柏
市
自
転
車
等

放
置
防
止
条
例
」
で
、
市
内
七

駅
周
辺
を
自
転
車
等
放
置
禁
止

区
域
に
指
定
し
ま
し
た
。
区
域

内
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
撤

去
さ
れ
ま
す
。
平
成
13
年
度
に

は
、
約
八
千
六
百
台
の
放
置
自

転
車
が
撤
去
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
に
迷
惑
駐
輪
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
転
車
撤
去
、
撤
去

自
転
車
保
管
所
の
用
地
借
地

料
、
自
転
車
返
還
に
伴
う
施
設

管
理
費
、
街
頭
指
導
な
ど
放
置

自
転
車
対
策
費
と
し
て
、
年
間

五
千
六
百
万
円
と
い
う
多
額
の

費
用
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
放

置
自
転
車
が
な
く
な
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
お
金
は
使
わ
な
く
て
済

む
の
で
す
。

市
内
７
駅
に
35
カ
所
の

駐
輪
場

市
内
七
駅
に
は
、
三
十
五
カ

所
の
登
録
制
駐
輪
場
が
あ
り
、

五
万
四
千
台
が
登
録
で
き
ま

す
。
市
内
各
駅
と
も
、
登
録
制

駐
輪
場
は
ま
だ
空
き
が
あ
り
ま

す
。こ

の
ほ
か
に
も
、
柏
駅
、
南

柏
駅
、
北
柏
駅
、
増
尾
駅
に
七

カ
所
の
一
時
利
用
駐
輪
場
（
一

日
一
回
に
つ
き
百
円
）
・
柏
駅

東
口
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
、

民
間
で
も
買
い
物
客
用
の
駐
輪

場
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
通

勤
・
通
学
で
毎
日
利
用
す
る
、

買
い
物
等
で
少
し
の
時
間
だ
け

利
用
す
る
な
ど
、
目
的
に
合
わ

せ
て
駐
輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

困
り
ま
す
自
分
勝
手
な

迷
惑
駐
車

迷
惑
駐
車
が
原
因
で
渋
滞
に

巻
き
込
ま
れ
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

柏
駅
東
口
・
西
口
の
駅
前
通

り
周
辺
で
は
、
買
い
物
な
ど
で

駐
車
し
て
い
る
車
が
、
緊
急
車

両
や
路
線
バ
ス
の
通
行
を
妨

げ
、事
故
の
原
因
に
な
る
な
ど
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
昨

年
10
月
か
ら
柏
駅
東
口
・
西
口

周
辺
の
バ
ス
路
線
を
迷
惑
駐
車

防
止
重
点
地
域
に
指
定
し
ま
し

た
（
別
図
参
照
）。

重
点
地
域
で
は
迷
惑
駐
車
防

止
指
導
員
が
地
域
内
を
巡
回

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
迷
惑
駐
車

を
し
な
い
よ
う
呼
び

か
け
た
り
、
迷
惑
駐

車
防
止
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
入
り
の
チ
ラ
シ

や
周
辺
駐
車
場
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
不
在
の
駐
車
車
両

に
は
ワ
イ
パ
ー
に
警

告
票
を
挟
み
、
車
の

移
動
を
促
す
と
と
も

に
、
悪
質
な
駐
車
車

両
は
警
察
へ
通
報
し

て
取
り
締
ま
り
を
要

請
し
て
い
ま
す
。

駐
車
を
す
る
場
合

は
、
最
寄
り
の
時
間

貸
し
駐
車
場
な
ど
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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市の人口
331,384人

125,772世帯

（14.8.1現在）

主な内容�＊�＊�

市立柏病院の増改築が完
成／篠籠田の三匹獅子舞�
�
生涯学習ボランティアを
募集／文京区立テニスコ
ートの利用者を募集�
�
特集・防災「そのとき、
あなたならどうする」�
�
情報館（講座・講演、こ
どもの広場ほか）�
�
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�
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�
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

と　き�
ところ�
内　容�

対　象�
応募方法�

10月13日�午後1時から�
サンサン広場特設ステージ�
〈第1部〉柏ストリート・ファッション・コンテスト（ファッション関係者が
　　　　　選んだ一般のかたによるコンテスト形式のファッションショー。観
　　　　　客とコメンテーターの採点により賞を決定）�
〈第2部〉柏ストリート・ファッションショー（市内の各店舗が提案するファ
　　　　　ッションを一般の若者が着るファッションショー）�

第2部に出演するモデルを大募集！�
柏のファッション、着こなしてみませんか�

柏を生活圏にしている16～30歳の男女、50人程度�
住所・氏名・年齢・性別・身長・体重・スリーサイズ・足のサイズと、電話番
号・Ｅメールアドレスなどの連絡先を書いた紙に、全身の写真を添えて、〒
277－8505　柏市役所商工課へ、9月10日�までに郵送で（必着）。結果は後
日、全員に通知します。選ばれたかたには、9月29日�のウォーキングレッス
ンを受けていただきます�

モデル募集�

問�商工課 �7167─1141

■迷惑駐車防止�
　シンボルマーク�

自
転車
等放置禁止

柏 市�

「
急
い
で
い
る
か
ら
」「
一
台
ぐ
ら
い
な
ら
い
い
だ
ろ
う
」「
み
ん
な
置
い
て
る

か
ら
わ
た
し
も
」
な
ん
て
、
自
転
車
や
自
動
車
の
路
上
駐
車
を
簡
単
に
考
え
て
い

ま
せ
ん
か
。
迷
惑
だ
と
知
り
な
が
ら
、
つ
い
置
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
一
台
が
障

害
と
な
っ
て
重
大
な
事
故
を
引
き
起
こ
さ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
安
全
で
歩
き

や
す
い
道
路
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
放
置
自
転
車
や
迷
惑
駐
車
の
な
い
快
適
で

美
し
い
街
。
そ
ん
な
環
境
を
つ
く
る
の
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー

で
す
。

のない安全な街に�

　自転車の盗難が多発していま
す。自転車には二重・三重に鍵
をかけて、盗難に遭わないよう
自己防衛に努めてください。盗
難等に遭った場合は、すぐに警
察へ盗難届を出してください。
届け出には、車体番号か防犯登
録番号が必要となります。�
　また、自転車購入時に防犯登
録をすることにより、7年間警察
のコンピューターに登録され、
盗難に遭った場合に発見の大き
な手掛かりとなります。�

放

置

自

転

車

迷

惑

駐

車

昨
年
の
ス
ト
リ
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

「
み
ん
な
が
置
い
て
い
る
か
ら
」
は
い
け
ま
せ
ん

■迷惑駐車防止重点地域�

柏駅�
西口�

東口� 至我孫子�JR常磐線�至松戸�

国道6号�

旧水戸街道�

…重点地域�

柏�島屋�
Ｔ館�

西口郵便局�

柏そごう�
タワー館�

スカイプ�
ラザ柏�

N

事
故
が
起
き
る
前
に
…
…



平
成
12
年
12
月
か
ら
行
っ
て

い
た
市
立
柏
病
院
の
増
築
・
改

修
工
事
が
、
こ
の
た
び
完
成
し

ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
外
来
部
門
か
ら

病
棟
ま
で
病
院
全
体
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
新
設
さ
れ
る
科
目

に
対
応
で
き
る
施
設
を
設
け
る

と
と
も
に
、
患
者
さ
ん
が
利
用

し
や
す
い
病
院
を
目
指
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

改
修
工
事
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
外
来
】

泌
尿
器
科
等
の
診
療
科
目

や
、
今
後
の
少
子
・
高
齢
化
に

対
応
で
き
る
診
療
科
目
の
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
し
ま
し
た
。

ま
た
、
車
い
す
用
の
ト
イ
レ

を
は
じ
め
、
必
要
な
場
所
に
自

動
ド
ア
を
設
置
し
た
り

段
差
に
ス
ロ
ー
プ
を
設

け
た
り
す
る
な
ど
、
車

い
す
使
用
者
や
高
齢
者

の
皆
さ
ん
に
配
慮
し
ま

し
た
。

【
検
査
部
門
】

放
射
線
科
に
昨
年
12

月
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
注
）
を

導
入
し
ま
し
た
。
以
前

か
ら
設
置
し
て
い
る
Ｃ

Ｔ
、
Ｘ
線
撮
影
装
置
、

血
管
連
続
撮
影
装
置
と

合
わ
せ
て
、
多
角
的
で
精
度
の

高
い
診
察
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

【
手
術
室
】

整
形
外
科
な
ど
、
よ
り
高
度

に
清
潔
な
環
境
で
の
手
術
が
必

要
な
場
合
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
ク
リ
ー
ン
度
の
高
い
手
術

室
を
一
室
整
備
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
四
室
と
合
わ
せ
て
五

室
体
制
で
手
術
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

【
病
棟
】

病
室
は
こ
れ
ま
で
の
六
人
部

屋
か
ら
四
人
部
屋
に
改
装
し
、

患
者
一
人
当
た
り
の
占
有
面
積

を
六
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

に
広
げ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
個

室
や
二
人
部
屋
も
改
装
し
、
療

養
環
境
の
改
善
・
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
や
家
族
が

医
師
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

ル
ー
ム
や
、
手
術
中
な
ど
に
家

族
が
待
機
で
き
る
部
屋
を
整
備

し
ま
し
た
。

現
在
、
診
療
科
目
は
六
科
目

で
す
が
、
体
制
が
整
い
次
第
、

順
次
診
療
科
目
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

市
立
柏
病
院
は
、
新
し
い
設

備
の
も
と
、
よ
り
質
の
高
い
医

療
と
患
者
さ
ん
が
利
用
し
や
す

い
病
院
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。（

注
）
Ｍ
Ｒ
Ｉ
＝
磁
気
共
鳴

画
像
診
断
装
置
。
強
力
な
磁
石

と
高
周
波
の
電
波
を
用
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
人
体
の
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
臓
器
や
組
織

の
様
子
を
画
像
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
痛
み
な
ど
、
患
者
の

負
担
も
少
な
い
上
、
分
か
り
や

す
い
画
像
が
得
ら
れ
る
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これまでの6人部屋は4人部屋に

市立柏病院�

　�

�
�

至千葉�

至初石�

至取手�

至あけぼの�
　山公園�

柏市公設市場�

G.S

��

��

b

はみんぐ�

国道6号�

国�
道�

号�

西口
�

至野田� 至野田�

県道�
関宿�・�我孫子線�

呼塚交差点�

若柴交差点�

市立柏病院入口�

根戸交差点�

16

JR常磐線�

至松戸
� ・�

・�

・�

N

柏駅
�

■市立柏病院案内図�

我孫子駅�

北柏駅�

診療科目�
�
診療日・
診療時間�
�
交　　通�
�
�
�
�
�
併設施設�
�
�

内科、外科、整形外科、リハビリテーション科、眼科、
泌尿器科、人間ドック�
月～金曜日＝午前9時～午後5時、土曜日＝午前9時～
午後0時半※年末年始、休日を除く。初診受付は、午
前8時半～11時�
自動車の場合＝国道６号を我孫子方面に向かって根戸
交差点を左折、野田方面に向かって約3キロメートル
先の市立柏病院入口交差点を右折�
電車・バスの場合＝柏駅西口から、市立柏病院経由野
田市駅行か市立柏高校行、東急柏ビレジ行きバスで「市
立病院前」下車、徒歩1分�
市立介護老人保健施設「はみんぐ」、はみんぐ在宅介
護支援センター、はみんぐ訪問看護ステーション、は
みんぐヘルパーステーション、北柏デイサービスセン
ター�

市立柏病院�

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
柏
�
島

屋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
ー
ル
八

階
）
の
来
年
度
（
平
成
15
年
４

月
１
日
〜
平
成
16
年
３
月
31

日
）
の
使
用
申
し
込
み
を
９
月

２
日
（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
市
民

の
か
た
の
芸
術
作
品
の
発
表
や

鑑
賞
の
場
と
し
て
、
多
く
の
か

た
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
美

術
作
品
の
発
表
を
目
的
と
し
て

い
れ
ば
、
個
人
・
団
体
を
問
わ

ず
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。日

ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〈
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
申
し
　

込
み
〉

対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
美
術
・
工
芸
作
品
等
の

発
表
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る

か
た
①
市
内
在
住
の
個
人
②
市

内
に
事
務
所
や
活
動
の
拠
点
が

あ
り
、
会
員
お
よ
び
出
展
者
の

過
半
数
が
市
内
在
住
の
団
体
・

サ
ー
ク
ル

使
用
料

一
日
＝
一
万
六
千

八
百
円
※
入
場
料
を
徴
収
し
た

り
、
展
示
品
等
の
販
売
を
し
た

り
す
る
場
合
は
三
万
三
千
六
百

円
申
し
込
み

９
月
２
日（
月
）

か
ら
文
化
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
四
階
）
で
配
布
す
る
所
定
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
９
月
30
日
（
月
）
ま
で
に

文
化
課
へ
直
接
※
一
団
体
に
つ

き
一
回
だ
け
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
郵
送
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん

そ
の
他

申
込
書
類
に
偽
り

が
あ
っ
た
場
合
は
、
無
効
に
な

り
ま
す

1

文
化
課
�
７
１
６
７
│
１

４
９
４

祖
先
の
霊
を
慰
め
、
五
穀
豊

じ
ょ
う
と
家
内
安
全
を
祈
願
す

る
三
匹
獅
子
舞
が
今
年
も
８
月

16
日
（
金
）
に
、
篠
籠
田
の

西
光
院
境
内
で
行
わ
れ
ま

す
。篠

籠
田
の
三
匹
獅
子
舞

は
、
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
の

元
禄
時
代
（
一
六
八
○
年
代

後
半
〜
一
七
○
○
年
代
前

半
）
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

篠
籠
田
は
古
く
か
ら
水
田

耕
作
が
盛
ん
で
、
農
民
に
と
っ

て
水
は
と
て
も
大
切
な
も
の
で

し
た
。
や
が
て
、
水
を
つ
か
さ

ど
る
竜
神
へ
の
信
仰
が
生
ま

れ
、
そ
の
信
仰
が
「
雨
乞
い
の

舞
」
と
し
て
形
式
化
さ
れ
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、「
大
獅
子
」「
中
獅
子
」

「
女
獅
子
」
の
三
匹
の
獅
子
は

竜
神
の
頭
が
型
取
ら
れ
た
「
竜

頭
の
獅
子
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
昭
和
50
年
に
は

県
の
民
俗
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

三
百
年
以
上
も
続
く

伝
統
行
事
、
ぜ
ひ
一
度

ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

と
き

８
月
16
日（
金
）

午
後
３
時
半
ご
ろ
か
ら

と
こ
ろ

西
光
院
境

内
交
通

柏
駅
西
口
か
ら
松
ケ

崎
循
環
・
高
田
車
庫
・
柏
の
葉

公
園
・
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
行

き
バ
ス
で
「
三
間
」
下
車
、
徒

歩
五
分

1

文
化
課
文
化
財
担
当

勇壮な舞は必見

■西光院案内図�

豊四季駅�

西光院�

東武野田線�

N
三間�

柏三中●�

至柏�

至初石�

コンビニ�
レストラン�

NTT

ホームセンター�

●�

●�

●�

●�

精度の高い診察が可能なＭＲＩ

南部ちびっこ人形劇Ⅰ�
8月27日�午後2時～3
時�
南部近隣センター�
幼児～小学校低学年、
先着100人程度※保護
者同伴可�
影絵「金色の足のひ
よこ」・くるくる絵
本「おばあさんと銀
貨」など�
無料�
当日、会場へ直接�

と 　 き �
�
と こ ろ �
対 　 象 �
�
�
内 　 容 �
�
�
�
費 　 用 �
申し込み�

南部近隣センター �7173─1000問�

�

問�人事課  �7167─1113

試験日時�
�
第1次試験会場�
試験内容�
�
�
�
申し込み�
�
申込書の�
配 布 �

�第1次試験＝9月29日��
�第2次試験＝第1次試験合格者に別途通知�
麗澤大学（光ケ丘2丁目）�
一般行政職・土木技師…第1次試験＝教養・専門、第
2次試験＝論文・面接・適性�
給食調理員…第1次試験＝教養・作文・適性、第2
次試験＝実技・面接�
所定の申込書を持って、9月2日�～10日�に本人
が人事課（市役所第2庁舎2階）へ直接�
8月15日�から人事課または近隣センター等で配布
します。郵便での配布を希望する場合は、封筒の
表に赤字で、「採用試験申込書請求○○職（職種）」
と書いて、あて先を明記した返信用の角2号の封筒
に140円切手を張って同封し、〒277─8505　柏市
役所人事課へ、8月30日�までに郵送で（必着）�

一般行政職�
（上級）�

平成15年
4月1日�

平成14年
12月1日�

給　食�
調理員�

 2人�
程度�

1人�

1人�

大学卒業程度の学力を有
し、民間企業等での職務
経験が（アルバイト等は
除く）5年以上あり、昭
和42年4月2日～昭和51年
4月1日に生まれたかた
（現在、公務員またはこ
れに準ずるものを除く）�

昭和42年4月2日以後に
生まれたかた�

広範多岐にわた
る一般行政事務�

道路・下水道・
都市計画等の事
業に関する企画
・設計・施工管
理等の業務�
保育園等で給食
調理の業務�

■職種・採用予定者数・受験要件・職務内容等�

受験要件� 主な職務内容�採用予
定者数�

採用予定�
時　　期�職　　種�

土木技師�
（上級）�

※すべての職種で学歴・免許は問いません�

市 職 員 を 募 集 �

民
間
企
業
等
職
務
経
験
者�

質
の
高
い
医
療
を
目
指
し
て

市
立
病
院
の
増
改
築
工
事
が
完
成

五
穀
豊
じ
ょ
う
を
願
っ
て

篠
籠
田
で
三
匹
獅
子
舞

日
ご
ろ
の
成
果
の
発
表
に

15
年
度
の
受
け
付
け
を
開
始
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日
ご
ろ
の
仕
事
や
趣
味
を
と

お
し
て
培
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
知
識
や
技
能
、
そ
し
て
身

近
な
生
活
の
知
恵
を
身
に
付
け

て
い
る
皆
さ
ん
、
サ
ー
ク
ル
・

子
ど
も
会
・
町
会
な
ど
の
グ
ル

ー
プ
で
学
習
活
動
を
し
て
い
る

か
た
の
手
助
け
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

市
で
は
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
�い
つ
で
も
・
ど
こ
で

も
・
だ
れ
で
も
・
自
由
に
�
学

習
で
き
る
環
境
を
作
る
た
め

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
無
償
で

学
習
の
指
導
や
助
言
な
ど
を
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
に

は
、「
柏
市
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
に
登
録
後
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
て
お
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
、
�
教
育
・
学
習
�
人
文

・
社
会
科
学
�
自
然
科
学
�
産

業
・
技
術
・
情
報
�
芸
術
・
文

化
�
音
楽
・
芸
能
�
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
�
家

庭
生
活
・
趣
味
	
市
民
生
活
・

国
際
関
係


環
境
�
そ
の
他
の

計
十
一
の
分
野
が
あ
り
ま
す

（
別
表
参
照
）。
そ
し
て
、
絵

画
・
語
学
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
細

か
く
分
類
さ
れ
た
約
百
の
ジ
ャ

ン
ル
に
約
二
百
三
十
人
の
か
た

が
登
録
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
身
に
付
け
た
知
識

や
技
能
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た

も
自
分
の
特
技
を
生
か
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
知
識
・
技
能
・
生
活
の

知
恵
な
ど
を
お
持
ち
の
か
た
や

各
種
生
涯
学
習
等
の
イ
ベ
ン
ト

の
手
伝
い
が
で
き
る
か
た

活
動
内
容

�
市
民
が
自
主

的
に
行
う
講
座
や
講
演
等
の
講

師
、
学
習
グ
ル
ー
プ
の
指
導
、

学
校
の
課
外
活
動
の
指
導
や
協

力
な
ど
、
生
涯
学
習
の
直
接
的

指
導
�
学
習
グ
ル
ー
プ
の
組
織

化
に
向
け
て
の
指
導
や
世
話
役

な
ど
、
生
涯
学
習
の
間
接
的
指

導
�
市
が
主
催
す
る
生
涯
学
習

関
連
行
事
へ
の
協
力
な
ど

報
酬

原
則
と
し
て
無
償

（
活
動
に
必
要
な
交
通
費
・
教

材
費
な
ど
は
依
頼
者
側
の
負
担

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

申
し
込
み

社
会
教
育
課

（
中
央
公
民
館
内
）
で
配
布
す

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
社
会
教
育
課
へ
直
接
※
申

込
書
は
電
話
で
請
求
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま
す

そ
の
他

９
月
６
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時
半
に
中
央
公

民
館
で
研
修
会
あ
り
※
登
録
す

る
か
た
は
必
ず
参
加
を

1

社
会
教
育
課
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

広報�③ 第１１７５号 平成１４年（２００２年）８月１５日

知識や技能を生かして
生涯学習ボランティアを募集

身に付けた技能をみんなのために

絵画、デザイン、イラスト、油絵、水彩画、色鉛
筆画、彫刻、水墨画、絵手紙、ちぎり絵、革工芸、
表具、陶芸、染色、切り絵、人形作り、書道、
茶道、華道、フラワーアレンジメント、俳句、
民話、読み聞かせ、イベント司会�

学習支援、社会教育、青少年教育、学習グループ
支援�

企業教育、建築関係、CAD、パソコン（ワード、
エクセルほか）、メール、インターネット、プ
ログラミング、英文ワープロ�

算数、数学、食品化学、天体観測、薬学、植物観
察・標本、山野草�

環境問題（環境ホルモン、ダイオキシン）、廃
棄物問題、ISO9001・14001

コミュニティ、ライフプラン、余暇生活、NPO、
防災、国際交流、国際理解、日本語、英語（会
話・通訳）、タイ語、ボランティア、手話、介
護・介助�

音楽指導、合唱指導、声楽、カラオケ、リコー
ダー、フルート、ピアノ、ハーモニカ、三弦、
琴、大正琴、尺八、詩吟、民謡、三味線、端唄、
ねぶた囃子、童謡、歌曲、日本舞踊、謡曲、か
っぽれ、南京玉すだれ�

ゲーム、ストレッチ体操、健康体操、3B体操、
ヨガ、バレエ・エクササイズ、社交ダンス、ウ
ォーキング、卓球、野球、グラウンドゴルフ、
テニス、養生気功、太極拳、剣道、居合道、水
泳、野外活動�

商業事情、話し方、洋裁、着付、マナー、テー
ブルマナー、紅茶、食生活、料理、お菓子、祭
り寿司、みそ作り、健康、いきがい作り、整体、
自律訓練、アロマセラピー、手芸、パッチワー
ク、編物、電気・物理工作、鉄道模型、折り紙、
園芸、ハーブ、押し花、フラワーボトル、名所
旧跡巡り、海外旅行、マジック�

家庭生活
・趣味�

環 境 �

市民生活
・国際関
係�

教育・学
習�

産業・技
術・情報�

自然科学�

スポーツ
・レクリ
エーショ
ン�

芸術・文
化�

音楽・芸
能�

歴史、年金、独占禁止法�

イベント補助�そ の 他 �

人文・社会科学�

ジャンル�分野�

�

�

�

�

�

� �

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

■生涯学習ボランティアの分野とジャンル�

「
テ
ニ
ス
を
し
た
い
け
ど
、

空
い
て
い
る
コ
ー
ト
が
見
つ
か

ら
な
い
」
と
い
う
か
た
は
い
ま

せ
ん
か
。

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
た
な

ら
、
文
京
区
が
所
有
し
て
い
る

柏
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
東
柏
一
丁
目
二
二
│
三
四
）

が
使
え
ま
す
。
こ
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
は
、
昨
年
６
月
か
ら
柏
市

民
も
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
も

の
で
、
平
日
の
利
用
率
も
約
三

○
％
で
、
予
約
が
と
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
テ
ニ
ス
で

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
文
京
区
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
】

開
放
日

火
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
、
年

末
・
年
始
を
除
く
）

※
二
時
間
単
位

対
象

市
内
在
住

の
か
た

コ
ー
ト

砂
入
り

人
工
芝
三
面

使
用
料

一
面
二

時
間
千
四
百
円

申
し
込
み

毎
月

第
一
・
第
三
水
曜
日

午
前
10
時
か
ら
、
文

京
区
柏
総
合
運
動
場

管
理
棟
で
受
け
付
け
・
抽
選

そ
の
他

申
し
込
み
が
で
き

る
の
は
、
抽
選
日
の
翌
週
と

翌
々
週
の
利
用
分
で
す

1

体
育
課
�
７
１
６
７
│
１

５
３
６
・
施
設
に
つ
い
て
は
文

京
区
社
会
体
育
課
�
０
３
│
５

８
０
３
│
１
３
０
９

〜
市
民
の
相
談
か
ら
・
そ
の
14
〜�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
や
要
望
で
、
多
く
寄

せ
ら
れ
る
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ.

弁
護
士
に
相
談
し
た
い

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
市
で

行
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど

う
し
た
ら
相
談
が
で
き
ま
す
か
。

Ａ.

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す

（
広
報
広
聴
課
�
７
１
６
７
│
１
１

１
９
）

市
で
は
、
毎
週
月
、
水
（
第
五
を

除
く
）、
木
曜
日
に
弁
護
士
に
よ
る

法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
約
は
広
報
広
聴
課
で
毎
週
木
曜

日
の
午
前
９
時
か
ら
翌
週
の
相
談
分

を
電
話
か
直
接
窓
口
で
先
着
順
に
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
や
毎
月
１

日
発
行
の
「
広
報
か
し
わ
」
で
も
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

Ｑ.

日
時
の
指
定
は
で
き
ま
す
か

仕
事
の
関
係
で
、
相
談
に
行
け
る

曜
日
や
時
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
時
の
指
定
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ.

先
着
順
な
の
で
、
空
い
て
い
る

時
間
の
中
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す

予
約
時
に
ご
希
望
の
曜
日
や
時
間

を
伺
い
ま
す
が
、
先
着
順
の
た
め
、

そ
の
時
点
で
空
い
て
い
る
相
談
枠
の

中
で
の
ご
案
内
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
第
二
水
曜
日
は
夜
間

相
談
（
午
後
６
時
10
分
〜
８
時
半
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ.

相
談
を
す
る
と
き
の
注
意
点
は

相
談
を
す
る
上
で
、
ど
ん
な
こ
と

に
注
意
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

Ａ.

問
題
点
を
整
理
し
、
資
料
が
あ

れ
ば
ご
用
意
く
だ
さ
い

相
談
時
間
は
一
人
二
十
五
分
間
で

す
。
事
前
に
相
談
内
容
や
問
題
点
、

疑
問
点
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
、

時
間
を
有
効
に
使
う
コ
ツ
で
す
。
弁

護
士
に
見
て
も
ら
う
資
料
（
契
約
書

等
）
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
願
い

繰
り
返
し
の
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
場
合
は
、
お
早
め
に
電
話
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

柏
駅
�

文京区柏総合運動場�

国
道
16
号�

N
■文京区総合運動場案内図�

●�新田原近隣センター�

●�
千代田近隣センター� 柏ずい道�

至
野
田�

至
千
葉�

柏
総
合
運
動
場
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

文
京
区

光ケ丘児童センター �7170─7600問�

子ども縁日�
と き �
と こ ろ �
対　　象�
内 容 �
�
�
費　　用
申し込み�
不用なおも
ちゃの募集�

�
そ の 他 �
�

8月28日�午後1時半～3時半�
光ケ丘児童センター�
市内在住のかた、先着80人�
子どもたちが準備した遊びの模擬店や手づ
くりおもちゃ・不用品のおもちゃなどの模
擬店を開きます�
無料�
当日、会場へ直接�
お店屋さんごっこ用の不用なおもちゃがあ
るかたは8月27日�までに、光ケ丘児童セン
ターへ持参を�
車での来場はご遠慮を。身体的・知的障害な
どにより、補助が必要な場合は事前に連絡を�

介護予防センター「ほのぼのプラザますお」�
 �7170─5570

と き �
と こ ろ �
�
対　　象�
内 容 �
申し込み�
�
�
�

孫と遊べる手品�

問�

9月14日�午前10時～正午�
介護予防センター「ほのぼのプラザ
ますお」�
市内在住で60歳以上のかた、30人�
家族で遊べる簡単な手品を学びます�
往復はがきに「手品希望」と明記し、
住所・氏名・年齢・電話番号と返信
面のあて先を書いて、〒277－0051
加賀3丁目16－8　介護予防センター
「ほのぼのプラザますお」へ、8月
31日�までに郵送で（必着）※応募
は1人1通。応募者多数の場合は抽選�
�

と 　 き �
と こ ろ �
対 　 象 �
�
内 　 容 �
�
�
費 　 用 �
申し込み�

9月26日�午前9時～正午�
西柏自動車教習所（柏の葉6丁目）�
65歳以上で、日ごろ自分の車を運転し
ているかた、先着20人�
コースでの危険予測の運転、内輪差や
死角についての体験、応急救護措置に
ついて�
無料�
往復はがきに「高齢者ドライバースク
ール希望」と明記し、住所・氏名・年
齢・性別・電話番号を書いて、〒277
－8505　柏市役所交通施設課へ、8月
30日�までに郵送で（必着）�

交通施設課 �7167─1304問�
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七都県市合同防災訓練�
　東京・埼玉・千葉・神奈川の各都県と横浜・
川崎・千葉の各政令指定都市が合同で毎年行っ
ている防災訓練が、今年は千葉県と柏市の主催
で、柏の葉公園で行われます。 

9月1日�の防災の日は 

と き  
ところ 
その他 

9月1日�正午～午後2時15分 
県立柏の葉公園 
訓練当日とリハーサル日（8月23日�）
は周辺道路で交通規制があります（別
掲）。訓練当日の実施確認は�0180─99
─4600（午前7時半以降）まで 

柏インター 

国立がんセンター
東病院 

十余二
小学校 
さわやかちば
県民プラザ 

県立柏の葉
公園（会場） 

常磐道 

至千葉 

至野田 

十余二工業団地
入口交差点 

■交通規制図 

N 

9月 1日＝ 
8月23日＝ 

＋ 

時間は両日と
も午前10時～
午後3時15分 

規制
範囲 

市内の小学校（柏第一・柏第二・柏第三・柏第四・柏
第五・柏第六・柏第七・柏第八・豊・旭・旭東・高田
・名戸ケ谷・光ケ丘・酒井根・酒井根東・酒井根西・
中原・土・増尾西・土南部・逆井・藤心・富勢・富勢
東・富勢西・田中・田中北・十余二・花野井・西原・
松葉第一・松葉第二）�
市内の中学校（柏・柏第二・柏第三・柏第四・柏第五
・土・南部・逆井・中原・富勢・田中・西原・光ケ丘
・酒井根・松葉・豊四季）�
市内の高校（市立柏・東葛飾・県立柏・柏西・柏南・
柏陵・柏北・柏中央・柏日体・芝浦工業大学柏・流通
経済大学付属柏）�
その他（青少年センター・中十余二第一公園・中十余
二第二公園・あけぼの山公園・柏市総合運動場・北柏
第二公園・西口第一公園・気象大学校・柏公園・文京
区立柏学園・同区柏総合運動場・廣池学園（※）・南
部公園・関場町ゲートボール場）※廣池学園は、広域
避難場所にも指定�

廣池学園・日立柏総合グランド・県立柏の葉公園�

船戸1357─1ほか・旭町6丁目927─8・豊平町410─2・
豊町1丁目816─23・豊四季247─1ほか・豊四季628─1
ほか・豊四季641─1ほか・豊四季645─11ほか・豊四季
695─7ほか・豊四季710─4・光ケ丘1丁目1767─1ほか
・東中新宿1丁目26─2ほか・増尾台4丁目2146─2ほか�

備蓄品も万全　飲料水も井戸で確保�
▼防災備蓄倉庫�

▲耐震性井戸付き貯水槽�

一番近い避難場所はどこですか？�

屋内�

家の中�

スーパー�
デパート�

●かばんなどで、頭を保護しショーウインドーや商品
などから離れる�

●近くの丈夫な机などの下にもぐり込むか、柱や壁ぎ
わに身を寄せる�

●あわてて出口に行かず、係員の指示に従う�

エレベー
ター�

●最寄りの階で止めて降りる。万一ドアが開かないと
きでも、脱出口から出ないで救助を待つ�

屋外�
商店街�
ビル街�

●その場に立ち止まらず、頭をかばんなどで保護して
近くの空き地などへ避難する（ガラスの破片・看板
・タイルなどの危険物の落下から回避する）�

●逃げる場所の判断を誤らない（落下の危険がないと
いっても倒壊の恐れのある間口の広い木造建物や自
動販売機、ブロック塀のそばなどへは避難しない）�

車を�
運転中�

●地震を感じたら、徐々に速度を落とし、道路の左側
に寄せてエンジンを切る�

●揺れがおさまるまで車内で、ラジオで情報を得る�
●車を離れるときは必ずキーをつけたまま。ドアロッ
クもしない（救急車両が通行する場合など緊急の場
合に移動する必要がある）�

電車や
地下鉄
の車内�

●急停車することがあるので、つり革や手すりなどに
しっかりつかまる�

●途中で止まっても、非常コックを開けて勝手に車外
に出たり、窓から飛び出さない（慌てて外に出ると
飛び降りて足をケガしたり、垂れ下がっている架線
に触れてしまったりして危険）�

●乗務員のアナウンスに従い落ち着いた行動をとる�

●テーブルなどの下に隠れ、身を守る
（余裕がなければ、手近の座布団や
枕などで頭を保護する）�

●外へ逃げるときは慌てずに（かわら
やガラスなどの落下物に注意し、落
ち着いて行動を）�

●避難口を確保する（ゆがみで戸が開かなくなること
も。特にマンションなど中高層住宅では逃げ道を失
い危険）�

●2階にいたら1階に降りない（倒壊する恐れもあり1
階より2階のほうが安全）�

●裸足で歩き回らない（ガラスの破片などでけがをす
る）�

●火の始末はすみやかに（コンセントやガスの元栓の
処置も忘れずに）�

●乳幼児や病人、お年寄りの安全確保を�

�

　非常の際、すぐに持ち出せるように必要
なものはリュックサックに詰め、目のつき
やすい場所に置いておきましょう。�

□非常食�
□飲料水�
□懐中電灯�
□携帯ラジオ�
□予備電池�
□マッチやライター�

一次持ち出し品�

□非常食（米は必ず用意）�
□飲料水（1日1人3リットルを目安）�
□卓上コンロ・ガスボンベ�
□固形燃料�
□割りばし・コップ・皿などの食事用品�
※粉ミルクや離乳食、流動食等、子どもや
　お年寄り、病人のことも忘れないように�

　災害復旧までの生活を支えるもので食料
や飲料水は最低3日分は用意しましょう。�

二次持ち出し品�

□貴重品�
□救急セット�
□衣類�
□雨具�
□ティッシュペーパー�

常備品チェックリスト�
備えあ

れば憂いなし

□今すぐ�
チェック�

●停電に備えて懐中電灯やトランジスタラジオを用意する�
●避難に備えて貴重品など、非常持ち出し品を用意する�
●台風情報を注意深く聞く�
●断水などに備え飲料水を確保する�
●浸水の恐れのあるところは、家財道具や食料品、寝具な
どを高い場所へ移動する�
●鉢植えや物干しざおなど、飛んでしまう恐れのあるもの
は屋内へ移動する�
●かわらのひび・割れ・ずれなどがないか確認しておく�
●雨といに落ち葉や土砂が詰まっていたら掃除しておく�

　調節池は川と平地の間の2つの堤防に挟まれ
た土地で、池といっても水はなく、普段は農
地として利用されています。洪水時には川に
近い堤防の一部低くなっている所（越流堤）
を越えて水が池に入ってきます。そして川の
水位が落ち着いてくると、調節池の水は排水
門から川に戻される仕組みです。写真は台風
直後の調節池。利根川が増水すると農地は一
瞬にして水面下に沈んでしまいますが、川の
水が平地に流れ込むのを防いでいます。�

コ
ラ
ム
�

�早く逃げる 
　天井に火が燃え移っ
たら、いさぎよく避
難する。避難すると
きは、燃えている部
屋の窓やドアを閉め
て空気を断つ�

�早く知らせる�
　「火事だ」と大声を出し、隣
近所に援助を求める。声が出
ないときは、やかんなどを叩
き異変を知らせる。小さな火
でも、119番へ通報する�

�早く消火する 
　出火から3分以内が消火
できる限度。この間なら
だれでも消火ができる。

水や消火器だけで
消そうと思わず、
座布団で火をたた
いたり、毛布で火
を覆ったりするな
ど手近なものを活
用する 

●煙は上に昇る性質があるため、低い
姿勢で避難する�
●エレベーターは火災の
熱により、電気系統が
異常を起こす恐れがあ
るため階段を利用する�
●壁伝いに手を添えなが
ら歩いて避難する�
●口にハンカチなどを当
てて煙などを吸い込ま
ないようにする�

千葉県西部防災センター�
　地震と暴風雨の体験・火事と救急の通報・煙の中の
避難・消火器による消火など、実際に役に立つ体験を
インストラクターによるツアー形式でご案内します。�

体で覚える防災対策 

開館時間 
 
休 館 日  
費 用  
交 通  
 
そ の 他  

午前9時～午後4時半（ツアーは午前9時～11時
・午後1時～3時40分で20分おきにスタート）�
毎週火曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始�
無料�
松戸駅から「市川駅（国府台経由）」行きバス
約7分「松戸二中」バス停下車、徒歩約8分�
団体（10人以上）は予約が必要�

�047─331─5511

新京成 
電鉄 

千葉県西部防災
センター 

松戸
二中 

至柏 

松戸 
ずい道 

至
北
千
住 

N

松
戸
駅 

江
戸
川 

Ｊ
Ｒ
常
磐
線 

至柏 

国道464号 

松戸 
警察署 

自主防災組織�
　住民一人ひとりの防災活動が大切なことは言
うまでもありませんが、災害が大きいほど個人
で行える行動には限界があります。町会・自治
会ぐるみで防災組織を作って、日ごろから初期
消火・避難誘導などの訓練を行うことは、二次
災害の被害を軽減することに役立ちます。組織
として隣近所で協力して助け合うことができる
自主防災組織。まだ、設立していない地域はぜ
ひ、検討してみてください。設立条件など、詳
しくは防災安全課までお問い合わせください。�

自分たちの地域は自分たちで守る！�

問 
防
災
安
全
課
�
７
１
６
７
│
１
１
１
５�

　昭和30年12月25日午前3時10分ごろ、旧市役所裏の既製
服工場から出火。風速4メートルの北西風にあおられ、市
の中心（おおよそ現在の柏駅東口サンサン通りと駅前通
りの間）をひとなめにし、午前5時40分鎮火しました。被
災者33世帯・181人という空前の被害となりました。�

コ
ラ
ム
�

�今年7月10日の

台風6号で市役所

裏のケヤキが倒

れ、自動車が下

敷きに。電柱も

なぎ倒された

�昨年の台風15号

の大雨で利根川の

田中調節池が19年

ぶりに全面冠水。

道路は通行止めに

　テレビやパソコンなどの家電製品のコンセントを抜くと、
雷の電気が流れ込まず壊れません。ただし、主電源を切るだ
けでは効果はありません。必ずコンセントを抜きましょう。
また、テレビはアンテナのケーブル、パソコンは電話線（イ
ンターネット用）も抜けば完ぺきです。�

コ
ラ
ム
 

防
災
特
集
 

い
つ
、
ど
こ
で
遭
遇
す
る
か
予
測
す
る
こ
と
が
難
し
い
災
害
。「
起
き
た
ら
、
そ
れ

ま
で
」
な
ん
て
言
わ
ず
に
、
ま
ず
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
す
る
の
が
第
一
。
ま
さ
か

の
と
き
、
慌
て
ず
に
落
ち
着
い
た
行
動
を
と
れ
る
か
ど
う
か
は
、
二
次
被
害
を
防
ぐ
た

め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」、
８
月
30
日
〜
９

月
５
日
は
「
建
築
物
防
災
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
災
害
時
に
と
る
べ
き
行
動
に

つ
い
て
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

コ
ラ
ム
 

　　煙は空気とほぼ同じ重さ
ですが、高温のために浮力
がつき、毎秒3～5メートル
の早さで勢いよく上昇しま
す。そのため吹き抜け部分
や、階段を伝って煙が充満
します。�
　　また、横へは毎秒0.5～1メ
ートルで、歩く早さよりも
早く広がっていきます。�
　　熱せられた煙を吸い込む
と、気道や肺が熱傷し、呼
吸困難になります。特に、
不完全燃焼によって発生す
る一酸化炭素は、毒性が強
く、このガスを約1％含んだ
空気を1～3分吸っただけで
死亡してしまいます。�



家
事
訓
練
講
座

と
き

９
月
３
日
〜
24
日
の

毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
９
月
10
日
は
午
後
２
時
半
ま

で
、
計
四
回
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館
ほ

か
対
象

市
内
在
住
の
十
八
歳

以
上
で
、病
気
や
障
害
に
よ
り
、

家
事
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
か

た
、
先
着
二
十
人

費
用

五
百
円
程
度
（
調
理

実
習
費
）

用
意
す
る
物

筆
記
用
具

（
調
理
実
習
日
は
三
角
き
ん
、

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
調
理
実

習
費
）

申
し
込
み

８
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
※
希

望
者
多
数
の
場
合
は
初
め
て
の

か
た
を
優
先

そ
の
他

無
料
送
迎
バ
ス
あ

り
（
要
予
約
）

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
６
３
│
９
３
５
３

す
こ
や
か
シ
ル
バ
ー
セ

ミ
ナ
ー

と
き

９
月
５
日
〜
10
月
10

日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
〜

２
時
45
分
（
計
六
回
）

と
こ
ろ

永
楽
台
近
隣
セ
ン

タ
ー対

象

市
内
在
住
で
六
十
歳

以
上
の
か
た
、
先
着
五
十
人

内
容

生
き
が
い
や
健
康
管

理
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

８
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
永
楽
台
近
隣

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
３
│
１
２
０
１

ふ
れ
あ
い
学
級
・
西
原

「
自
分
ら
し
く
健
康
的

に
生
き
よ
う
！
」

と
き

９
月
５
日
〜
10
月
17

日
の
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
半

〜
11
時
半
（
計
七
回
）

と
こ
ろ

西
原
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳

以
上
の
か
た
、
先
着
四
十
二
人

内
容

歩
く
こ
と
か
ら
健
康

管
理
・
館
外
学
習
な
ど

費
用

無
料
（
館
外
学
習
費

は
実
費
）

申
し
込
み

８
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
半
か
ら
、
西
原
近
隣

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

西
原
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
│
２
０
０
０

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
講
座

と
き

�
受
付
・
電
話
応
対

コ
ー
ス
＝
９
月
３
日
〜
10
月
22

日
の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
半

〜
９
時
�
商
談
・
プ
レ
ゼ
ン
コ

ー
ス
＝
10
月
29
日
〜
12
月
17
日

の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
半
〜

９
時
（
各
コ
ー
ス
計
八
回
）

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、
基
礎
英
会
話
が
で
き

る
勤
労
者
・
就
職
希
望
者
、
各

コ
ー
ス
十
人

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
講
座
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
希
望
コ
ー
ス

（
一
人
一
コ
ー
ス
ま
で
）
・
受

講
動
機
と
返
信
面
の
あ
て
先
を

書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０

５
　
柏
市
役
所
商
工
課
へ
、
８

月
23
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で

（
必
着
）
※
応
募
は
一
人
一
通
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

そ
の
他

講
師
は
米
国
人

1

商
工
課
�
７
１
６
７
│
１

１
４
１

シ
リ
ー
ズ
「
シ
ニ
ア
が

主
役
」

講
座
名
・
と
き

�
「
あ
ら

た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
Ｉ
Ｔ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
＝
９
月
７
日

（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午
�

「
私
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」
＝

９
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

正
午
�
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
求

め
ら
れ
て
」
＝
９
月
28
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ

ー「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」

対
象

市
内
在
住
で
お
お
む

ね
六
十
歳
以
上
の
か
た
、
四
十

人
内
容

�
＝
退
職
後
、
Ｉ
Ｔ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
社
会
参

加
し
て
い
る
か
た
の
話
�
＝
ふ

す
ま
や
掛
け
軸
な
ど
の
表
具
の

張
り
替
え
技
術
を
習
得
し
て
第

二
の
人
生
を
歩
ん
で
い
る
か
た

の
話
�
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
し
い

の
木
倶
楽
部
」
の
介
護
送
迎
活

動
の
紹
介

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
シ
ニ
ア
が
主
役
希
望
」
と
明

記
し
、
参
加
し
た
い
講
座
の
番

号
（
複
数
可
）、
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、
返
信

面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２

７
７
│
０
０
５
１
加
賀
三
丁
目

一
六
│
八
　
介
護
予
防
セ
ン
タ

ー「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」

へ
、
８
月
31
日
（
土
）
ま
で
に

郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選

1

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
「
ほ

の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」
�
７

１
７
０
│
５
５
７
０

高
齢
者
学
級

と
き

９
月
10
日
〜
10
月
29

日
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
計
八
回
）

と
こ
ろ

増
尾
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳

以
上
の
か
た
、
先
着
四
十
人

内
容

地
域
の
歴
史
散
策
、

介
護
予
防
、
調
理
実
習
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

８
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
増
尾
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

増
尾
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
７
４
│
７
２
１
１

身
体
障
害
者
の
軽
ス
ポ

ー
ツ
講
習
会

と
き

９
月
19
日
〜
10
月
17

日
の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
計
五
回
）

と
こ
ろ

市
民
体
育
館

対
象

市
内
在
住
の
十
八
歳

以
上
で
、
肢
体
不
自
由
・
視
覚

・
聴
覚
障
害
が
あ
る
か
た
、
先

着
二
十
人

内
容

身
体
機
能
に
か
か
わ

ら
ず
気
軽
に
行
え
る
ス
ポ
ー
ツ

を
し
ま
す

費
用

無
料

用
意
す
る
物

運
動
で
き
る

上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
し
込
み

８
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
か
直
接

そ
の
他

無
料
送
迎
バ
ス
あ

り
。
９
月
５
日
（
木
）
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
※
希
望
者

多
数
の
場
合
は
乗
車
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
６
３
│
９
３
５
３

（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

広報� 平成１４年（２００２年）８月１５日 第１１７５号 �

柏
オ
ー
プ
ン
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

９
／
８
・
14
・
15
の
９
時
〜
17

時
、
逆
井
宮
田
島
運
動
場
。
三
千

円
。
野
寄
�
７
１
３
２
│
６
３
２

６
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
市
民
大
会

９

／
８
・
29
、
10
／
６
の
９
時
〜
17

時
、
南
部
運
動
場
。
申
し
込
み
は

カ
ノ
ン
か
新
星
堂
、８
／
30
ま
で
。

成
嶋
�
７
１
３
２
│
２
０
０
６

フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
ム
ー
ス
ケ
ー

キ
作
り

８
／
24
の
14
時
〜
16

時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
二
千
円
。
大

前
�
７
１
３
１
│
２
３
８
１

牧
神
の
午
後
の
会
・
第
10
回
記

念
コ
ン
サ
ー
ト

８
／
24
の
14
時

〜
16
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
二
千
円
、

高
校
生
以
下
五
百
円
。
石
崎
�
７

１
７
３
│
１
２
６
４

講
演
会
「
地
域
の
発
展
は
道
徳

教
育
の
振
興
か
ら
」

８
／
24
の

13
時
〜
14
時
半
、
中
公
。
中
山
�

７
１
７
２
│
７
４
３
０

柏
市
民
俳
句
大
会

８
／
31
の

９
時
半
〜
17
時
、
中
公
。
千
円
。

尾
崎
�
７
１
３
９
│
２
５
７
５

「
ひ
だ
ま
り
」
ま
つ
り

８
／

30
の
14
時
〜
17
時
半
、
永
楽
台
近

セ
ほ
か
。
ゲ
ー
ム
な
ど
に
よ
る
障

害
児
と
の
交
流
。
丹
羽
�
７
１
７

３
│
１
２
９
７

緑
葉
歌
の
会
コ
ン
サ
ー
ト
　
９

／
１
の
16
時
〜
18
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
。琴
と
尺
八
に
よ
る
現
代
邦
楽
。

二
千
五
百
円
。
富
田
�
７
１
６
７

│
１
７
３
９

英
会
話

９
／
２
〜
11
／
25
の

毎
�
13
時
半
〜
15
時
、
ニ
ッ
セ
イ

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
。3

三
千
円
。

進
藤
�
７
１
４
８
│
０
３
９
６

糸
東
流
空
手
道
正
修
館

毎
�

18
時
、
豊
四
季
台
近
セ
体
育
館
。

初
心
者
歓
迎
。2

三
千
円
、3

三

千
円
。
見
学
自
由
。
飯
倉
�
７
１

４
７
│
８
７
０
７

市
民
書
道
講
座

８
／
20
〜

12
／
10
の
毎
�
10
時
、
柏
カ
ル
チ

ャ
ー
ル
ー
ム
。
無
料
。
篠
塚
�
７

１
３
１
│
３
５
３
５

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
「
し
ば
ざ
く

ら
」

第
一
�
10
時
、
柏
郵
便
局
。

4

二
千
円
、3

千
円
。
氏
家
�
７

１
７
２
│
１
３
０
８

柏
す
ず
ら
ん
コ
ー
ラ
ス

月
四

回
�
９
時
45
分
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
ほ

か
。3

三
千
円
。
赤
松
�
７
１
６

７
│
０
１
６
０

着
付
け
さ
く
ら
会

第
一
・
三

�
13
時
半
、
中
公
。2

三
千
円
、

3

三
千
円
。
谷
谷
�
７
１
３
３
│

５
８
１
０

絵
画
「
紫
陽
会
」

第
二
・
四

�
12
時
半
、
新
田
原
近
セ
。3

二

千
円
。
佐
藤
�
７
１
７
５
│
１
５

１
５増

尾
空
手
ク
ラ
ブ

第
二
・
四

�
10
時
、
三
本
木
第
一
公
園
。2

千
円
、3

千
円
。
栗
田
�
７
１
７

４
│
３
１
４
９
（
20
時
以
降
）

絵
画
「
炎
の
会
」

毎
�
９
時
、

西
原
近
セ
。
油
絵
、
水
彩
。2

千

円
、3

五
千
円
。
小
林
�
７
１
５

４
│
０
６
０
０

柏
吟
詠
会

月
三
回
�
15
時
、

増
尾
近
セ
。3

二
千
円
。
増
田
�

７
１
７
２
│
３
８
３
６

社
交
ダ
ン
ス
「
逆
井
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
」

毎
�
19
時
、
藤
心
近
セ
。

2

二
千
円
、3

三
千
円
。
鈴
木
�

７
１
６
７
│
３
８
２
６

詩
吟
あ
け
ぼ
の

�
10
時
か
�

19
時
の
う
ち
月
三
回
、
あ
け
ぼ
の

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
。3

二
千
円
。

岡
島
�
７
１
４
５
│
３
０
５
０

絵
画
ク
ラ
ブ
・
ひ
ま
わ
り

第

一
・
三
�
13
時
、
中
公
。
初
心
者

歓
迎
。2

二
千
円
、3

二
千
五
百

円
。
福
田
�
７
１
４
４
│
３
９
４

６
藤
心
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

第

一
・
三
�
13
時
、
�
10
時
、
藤
心

近
セ
。
見
学
・
初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

千
円
。
中
村
�
７
１
７

２
│
５
５
３
３

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

催
し
・
講
習
会

先着20人�13日�午前10
時～11時半�

12日�・19日�
午前10時～午後
1時（計2回）�

無料�

10日�午前10
時～午後1時�

家庭でできる家具の修
理方法を学びます�

先着10人�

8日�午前10時
～正午�

先着10人�

犬のフード付きトレー
ナーを作ります�

先着10人�

端切れを使い、リバー
シブル帽子を作ります�

家庭でできる自転車の調
整、修理方法を学びます�

先着10人�15日�午前10
時～正午�

包丁研ぎ
教室�

家具の修
理教室�

リフォー
ム教室�

家庭の包丁を自分で研
ぎます�

無料�

無料�

自転車の
修理教室�

■9月のリサイクルプラザの教室�
教室名�

親子、先着10組�28日�午後1時
～4時� 無料�

不用家具の引き出しを
使い、おもちゃ箱、伝
言板等を作ります�

親子工作
教室�

300円�
（材料費）�

リフォー
ム教室� 無料�

柏市リサイクルプラザリボン館 �7199─5082

と　　き� 対　　象� 内　　　容�

�
�

費　用�

申し込みは8月15日�午前9時半から、リサイクルプラザリボン館へ電話か直接�
問�

会場はリサイクルプラザ（十余二）�

国民健康保険料第3期�
介護保険料第3期�

市・県民税第2期�

納期限は9月2日��
※口座振替のかたは預貯金残高にご注意ください�

市・県民税は収納課 �7167－1122�
国民健康保険料は保険課 �7167－1129�
介護保険料は介護保険課 �7167－1134

問�

講
座
･
講
演
�



女
性
教
養
講
座

と
き

９
月
10
日
〜
10
月
22

日
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
計
七
回
）

と
こ
ろ

新
富
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
の
女
性
、

先
着
四
十
人

内
容

わ
た
し
の
パ
ワ
ー
・

地
域
の
パ
ワ
ー
再
発
見
、
館
外

学
習
な
ど

費
用

無
料
（
館
外
学
習
費

は
実
費
）

申
し
込
み

８
月
20
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
新
富
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
直
接

1

新
富
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
４
５
│
１
９
４
５

初
級
簿
記
講
習
会

と
き

９
月
３
日
〜
11
月
８

日
の
毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
６

時
15
分
〜
８
時
15
分
（
計
二
十

回
）と

こ
ろ

柏
商
工
会
議
所

（
東
上
町
）

定
員

先
着
三
十
人

費
用

二
万
四
千
円

申
し
込
み

８
月
19
日（
月
）

の
午
前
９
時
か
ら
、
柏
商
工
会

議
所
へ
、
費
用
を
添
え
て
※
申

し
込
み
後
受
講
料
の
返
金
は
で

き
ま
せ
ん

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
商
工
会
議
所
�
７
１
６

２
│
３
３
１
５

特
別
土
地
保
有
税
８
月

取
得
分
の
申
告
と
納
付

市
内
で
、
平
成
13
年
７
月
１

日
〜
平
成
14
年
６
月
30
日
に
合

計
で
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
土
地
を
取
得
し
た
か
た
は
、

９
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
、
資

産
税
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
二

階
）
で
特
別
土
地
保
有
税
の
申

告
・
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
恒
久
的
な
建
物
等
の

敷
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
土

地
か
、
そ
の
予
定
が
あ
る
土
地

に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務
が
免

除
さ
れ
る
こ
と
や
徴
収
猶
予
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
申
告
と
併
せ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
以
前
土
地
を
取
得
し

た
か
た
で
、
申
告
を
し
て
い
な

い
か
た
も
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

1

資
産
税
課
�
７
１
６
７
│

１
１
２
５

寄
付
樹
木
の
あ
っ
せ
ん

情
報

家
の
増
改
築
な
ど
に
よ
り
不

要
に
な
っ
た
木
を
差
し
上
げ
ま

す
。
寄
付
の
申
し
出
が
あ
っ
た

木
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

運
搬
費
等
は
木
を
も
ら
う
か
た

の
負
担
に
な
り
ま
す
。
希
望
す

る
か
た
は
、
柏
市
み
ど
り
の
基

金
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
寄
付
し
て
い
た
だ
け

る
樹
木
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
情
報
を
あ
っ
せ
ん
す
る

だ
け
で
す
の
で
、
希
望
者
が
申

し
出
る
ま
で
の
期
間
は
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

1

柏
市
み
ど
り
の
基
金
�
７

１
６
０
│
３
１
２
０

身
体
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
を
募
集

市
で
は
、
障
害
者
（
視
覚
障

害
者
等
）
の
外
出
時
の
付
き
添

い
・
介
助
等
を
行
う
「
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
」
に
登
録
し
て
く
だ

さ
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
か
た

申
し
込
み

履
歴
書
と
写
真

（
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
二
枚
を
、
〒

２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏
市
役

所
障
害
福
祉
課
（
市
役
所
第
一

庁
舎
二
階
）
へ
、
８
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
郵
送
（
当
日
消

印
有
効
）
か
直
接

そ
の
他

簡
単
な
面
接
が
あ

り
ま
す
。
面
接
の
日
程
等
は
後

日
連
絡
し
ま
す

1

障
害
福
祉
課
�
７
１
６
７

│
１
１
３
６

青
少
年
の
悩
み
ご
と
合

同
相
談

教
育
・
警
察
・
児
童
相
談
な

ど
の
各
相
談
機
関
が
合
同
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

と
き

毎
月
第
三
水
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

千
葉
県
青
少
年
女

性
会
館
（
千
葉
市
）

そ
の
他

電
話
（
０
４
３
│

２
２
３
│
２
３
３
０
・
２
２
８

８
）
・
フ
ァ
ク
ス
（
０
４
３
│

２
５
１
│
０
８
４
９
）
に
よ
る

相
談
も
あ
り

1

千
葉
県
県
民
生
活
課
�
０

４
３
│
２
２
３
│
２
３
３
０

建
築
組
合
連
合
会
柏
支

部
柏
工
会
の
包
丁
研
ぎ

と
き

８
月
18
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
※
雨
天
決

行
と
こ
ろ

マ
ル
エ
ツ
北
柏
店

（
松
葉
町
四
丁
目
）

◎
売
り
上
げ
は
社
会
福
祉
事

業
に
寄
付
さ
れ
ま
す

1

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
�

７
１
６
３
│
９
０
０
１

江
戸
川
左
岸
圏
域
・
流

域
懇
談
会

と
き

９
月
２
日
（
月
）
午

後
２
時
〜
４
時
半

と
こ
ろ

千
葉
県
東
葛
飾
支

庁
（
松
戸
市
）

定
員

先
着
百
人

内
容

県
管
理
河
川
の
整
備

計
画
を
立
て
る
た
め
の
懇
談
会

の
傍
聴

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

千
葉
県
都
市
河
川
課
�
０

４
３
│
２
２
３
│
３
１
５
６
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健
康
づ
く
り
マ
イ
ペ
ー
ス
・
柏

月
四
回
�
９
時
半
、
旭
町
近
セ
。

2

二
千
円
、3

二
千
円
。
古
畑
�

７
１
４
４
│
７
８
４
９

大
正
琴
入
門

第
二
・
四
�
15

時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。3

三
千
三
百

円
。
丸
山
�
０
９
０
│
９
３
７
１

│
７
３
０
０

自
彊
術
同
好
会

第
一
・
二
・

四
�
18
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。4

三
千
円
、3

二
千
円
。
堀
井
�
７

１
４
３
│
３
４
４
５

大
正
琴
「
長
月
会
」

第
二
・

四
�
13
時
半
、
永
楽
台
近
セ
。
楽

譜
の
読
め
な
い
か
た
も
可
。2

千

円
、3

三
千
円
。
田
中
�
７
１
６

７
│
７
４
０
１

囲
碁
の
会

毎
�
・
�
、
�
・

年
末
年
始
10
時
、
光
ケ
丘
団
地
集

会
所
。
初
心
者
・
女
性
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千
円
。
坂
原
�
７
１

７
５
│
０
６
５
１

吟
詠
千
代
田

月
三
回
�
13

時
、
千
代
田
近
セ
。3

二
千
円
。

田
中
�
７
１
６
６
│
１
８
５
８

青
空
保
育
「
こ
の
指
と
ま
れ
」

毎
�
10
時
、
柏
公
園
・
あ
け
ぼ
の

山
公
園
ほ
か
。
一
歳
半
〜
未
就
学

児
と
保
護
者
。3

二
千
五
百
円
。

鴇
田
�
７
１
４
９
│
０
９
０
７

リ
ト
ミ
ッ
ク
「
ピ
ッ
コ
リ
ー
ニ
」

毎
�
10
時
10
分
、
田
中
農
協
松
葉

町
出
張
所
。
六
カ
月
〜
三
歳
児
と

保
護
者
。2

千
円
、3

三
千
円
。

松
本
�
７
１
３
２
│
１
７
４
０

俳
句
「
万
象
」

第
二
�
13
時
、

中
公
。
初
心
者
歓
迎
。3

五
百
円
。

山
本
�
７
１
６
４
│
６
６
３
６

社
交
ダ
ン
ス
「
若
花
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
」

月
四
回
�
11
時
、
中

公
。
多
少
踊
れ
る
男
性
か
ペ
ア
。

2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。
宇
田

川
�
７
１
３
３
│
５
３
８
７

同
人
誌
「
ぽ
ら
ん
」

第
三
�

14
時
、
教
福
。
初
心
者
歓
迎
。
小

説
・
随
筆
・
詩
・
評
論
・
自
分
史

な
ど
。3

千
円
。
北
島
�
７
１
７

５
│
１
７
３
７

柏
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル

毎
�

17
時
＝
幼
児
・
18
時
＝
小
学
生
、

柏
六
小
。
一
般
体
育
、
新
体
操
。

2

三
千
五
百
円
、3

三
千
五
百
円
。

犬
井
�
７
１
７
３
│
２
３
７
７

彩
書
道
サ
ー
ク
ル

毎
�
15

時
、
松
葉
近
セ
。2

千
円
、3

二

千
円
。
吉
野
�
７
１
３
２
│
６
３

９
５ペ

ン
習
字
「
く
き
の
会
」

第

二
・
四
�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千

円
。
井
上
�
７
１
７
５
│
１
９
９

６
藤
本
流
三
味
線

�
・
�
・
�

の
う
ち
月
三
回
、
酒
井
根
近
セ
。

初
心
者
・
子
ど
も
歓
迎
。
演
歌
な

ど
。2

三
千
円
、3

四
千
円
。
畠

中
�
７
１
７
２
│
６
８
４
３

60
歳
か
ら
の
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル

月
二
回
�
12
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

初
心
者
・
男
性
歓
迎
。2

三
千
円
、

3

四
千
円
。
松
永
�
７
１
７
４
│

４
３
６
０

社
交
ダ
ン
ス「
す
み
れ
ダ
ン
ス
」

第
一
�
と
第
二
〜
四
�
の
う
ち
三

回
12
時
、
新
田
原
近
セ
。
多
少
踊

れ
る
男
性
。3

五
百
円
。
田
中
�

７
１
６
７
│
３
０
２
０
（
夕
方
）

Ｓ
Ｙ
社
交
ダ
ン
ス

毎
�
15

時
、
富
里
近
セ
。
多
少
踊
れ
る
か

た
。
市
の
講
座
修
了
者
可
。2

千

円
、3

二
千
三
百
円
。
濱
田
�
７

１
３
３
│
０
０
７
９
（
19
時
以
降
）

ア
イ
デ
ア
同
好
会

第
一
�
14

時
、
寺
島
文
化
会
館
。3

五
百
円
。

石
田
�
７
１
６
２
│
０
４
８
６

（
17
時
以
降
）

藤
ノ
台
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

毎
�

19
時
、
藤
心
近
セ
。2

二
千
円
、

3

三
千
円
。
プ
ロ
Ｃ
級
の
男
女
講

師
が
基
礎
か
ら
指
導
。
打
矢
�
７

１
６
９
│
２
５
２
８

小
唄
愛
好
会

毎
�
か
�
13

時
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
小
唄

・
新
内
小
唄
・
端
唄
・
三
味
線
。

3

五
千
円
。
兵
藤
�
７
１
３
９
│

１
０
８
６

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い犬

三
歳
の
パ
ピ
ヨ
ン
。
雄
一

匹
（
白
茶
）。
血
統
書
付
。
今
井

�
０
９
０
│
２
６
２
０
│
０
０
７

５

種 類 �

■寄付樹木�
  高さ�
（ｍ）�

  数量�
（本）� 所在地�

ヤエザクラ�

ソメイヨシノ�

アンズ�

モチノキ�

モッコク�

ツバキ�

マキ�

ツゲ�

キンモクセイ�

サザンカ�

ハイビャクシン�

1

2

1

2

1

6

1

1

1

3

1

8

2.5

7

2.5～3.5

3

2～3

3

2.5

3

2

2

根戸�

柏�

南増尾�
富里�
花野井�
富里�
花野井�
青葉台�
花野井�

花野井�

花野井�

青葉台�

豊四季�

夏
休
み
子
ど
も
シ
ア
タ

ーと
き

８
月
28
日
（
水
）
�

午
前
10
時
半
〜
11
時
半
�
午
後

１
時
半
〜
２
時
半

と
こ
ろ

新
田
原
近
隣
セ
ン

タ
ー対

象

幼
児
と
小
学
生
（
親

同
伴
可
）、
各
回
先
着
百
人

内
容

「
が
ん
ば
れ
ス
イ
ミ

ー
」「
忍
た
ま
乱
太
郎
・
奇
想

天
外
忍
術
学
園
の
な
か
ま
た

ち
」費

用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

新
田
原
近
隣
セ
ン
タ
ー
�

７
１
６
７
│
１
２
７
６

夏
休
み
こ
ど
も
図
書
館

教
室

と
き

８
月
28
日
（
水
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ

図
書
館
本
館

対
象

小
学
四
〜
六
年
生
、

先
着
十
五
人

内
容

図
書
館
の
仕
事
体
験

と
分
館
巡
り
を
し
ま
す

用
意
す
る
物

昼
食

申
し
込
み

８
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
半
か
ら
、
図
書
館
本

館
へ
電
話
か
直
接

1

図
書
館
本
館
�
７
１
６
４

│
５
３
４
６

夏
休
み
子
ど
も
イ
ベ
ン

ト�
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
・
子
ど

も
ゲ
ー
ム
大
会

と
き

８
月
25
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

柏
郵
便
局

対
象

小
学
校
低
学
年
ぐ
ら

い
ま
で
の
子
と
保
護
者
、
先
着

百
五
十
人

費
用

無
料

申
し
込
み

柏
郵
便
局
へ
電

話
で�

親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

と
き

８
月
27
日
（
火
）
午

後
１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

柏
郵
便
局

対
象

小
学
校
低
学
年
ぐ
ら

い
ま
で
の
子
と
保
護
者
、
先
着

十
組内

容

パ
ソ
コ
ン
で
絵
を
描

き
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み
　
�
と
同
じ

1

柏
郵
便
局
�
７
１
６
７
│

２
４
２
７

こ
ど
も
の
広
場

臨
時
給
食
調
理
員

勤
務
場
所

市
内
小
学
校

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午

前
８
時
半
〜
午
後
４
時
の
う
ち

一
日
四
〜
六
時
間

賃
金
（
時
給
）

八
百
六
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

事
前
に
電
話
連

絡
の
上
、
過
去
三
カ
月
以
内
に

撮
っ
た
写
真
を
張
っ
た
履
歴
書

を
持
っ
て
学
校
保
健
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
四
階
）
へ
直
接

選
考
方
法

面
接

そ
の
他

合
格
者
を
登
録

し
、
欠
員
が
生
じ
た
際
に
順
次

採
用
し
ま
す

1

学
校
保
健
課
�
７
１
６
７

│
１
４
７
９

臨
時
事
務
職
員

対
象

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ

ン
の
操
作
（
文
章
や
表
の
作
成

な
ど
）
が
で
き
、
車
通
勤
が
可

能
な
か
た
、
四
人

勤
務
場
所

市
民
文
化
会
館

勤
務
時
間

週
二
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
※
月
に
三
〜
四

回
、
午
後
10
時
を
限
度
に
夜
間

業
務
あ
り

賃
金
（
時
給
）

七
百
九
十

円
※
夜
間
は
割
り
増
し
。
交
通

費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
を
持
っ
て
、
８
月
21
日

（
水
）
ま
で
に
市
民
文
化
会
館

へ
直
接
（
月
曜
日
を
除
く
）

1

市
民
文
化
会
館
�
７
１
６

４
│
９
１
４
１

自
衛
官

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有

し
、平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
、

十
八
〜
二
十
六
歳
の
か
た

試
験
日

一
般
曹
候
補
学
生

・
曹
候
補
士
＝
９
月
16
日

（
月
）、
二
等
陸
・
海
・
空
士
＝

９
月
19
日
（
木
）

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

自
衛
隊
地
方
連
絡
部
柏
募

集
案
内
所
�
７
１
６
３
│
６
８

８
４

求
 
人

一
ツ
木
園
祭

と
き

８
月
25
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
２
時
半
※
雨
天

決
行と

こ
ろ

知
的
障
害
者
通
所

施
設
「
一
ツ
木
園
」（
布
施
）

内
容

沖
縄
エ
イ
サ
ー
、
県

立
柏
高
等
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

演
奏
、ア
フ
リ
カ
ン
太
鼓
演
奏
、

模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
、
抽
選
会
な

ど1

一
ツ
木
園
�
７
１
３
１
│

７
０
３
２

【
お
わ
び
と
訂
正
】

本
紙
８
月
１
日
号
第
四
面

「
情
報
館
」
の
記
事
中
、
痴
ほ
う

サ
ポ
ー
ト
ゼ
ミ
の
費
用
千
円
は

無
料
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

催
 
し

お
知
ら
せ
�

犬
・
猫
差
し
上
げ
ま
す
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市
は
、
平
成
６
年
に
市
政
四
十
周

年
を
記
念
し
て
、
福
島
県
の
只
見
町

と
青
森
県
の
柏
村
と
の
間
に
「
ふ
る

さ
と
交
流
都
市
」の
提
携
を
結
ん
だ
。

そ
の
翌
年
、
交
流
都
市
の
特
産
品
を

販
売
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ふ

る
さ
と
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ロ

ッ
ク
ス
」が
柏
駅
東
口
に
オ
ー
プ
ン
。

以
来
「
フ
ロ
ッ
ク
ス
」
の
店
長
を
務

め
る
の
が
杉
橋
さ
ん
だ
。

市
役
所
の
そ
ば
で
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ

ッ
プ
を
営
ん
で
い
た
こ
ろ
の
こ
と
。

元
農
協
職
員
だ
っ
た
手
腕
を
買
わ
れ

て
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
店
長
に

�
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
�
さ
れ
た

の
が
き
っ
か
け
だ
。「
只
見
町
や
柏

村
の
こ
と
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た

し
、
実
は
や
れ
る
か
ど
う
か
不
安
だ

っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

店
頭
販
売
の
ほ
か
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
柏
ま
つ
り
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
り
ん
ご
や
米
と
い

っ
た
特
産
品
を
売
り
込
み
、
只
見
町

と
柏
村
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
時
代
は
不
景
気
に
な

り
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
閉
店
、

交
流
事
業
も
存
続
の
危
機
に
。
そ
れ

で
も「
今
自
分
が
頑
張
ら
な
け
れ
ば
、

せ
っ
か
く
の
縁
が
切
れ
て
し
ま
う
。

こ
う
い
う
と
き
こ
そ
」
と
、
旭
町
に

事
務
所
を
移
し
、
続
け
て
き
た
。
そ

の
か
い
が
あ
っ
て
か
、
こ
の
取
材
中

に
も
注
文
の
電
話
が
次
々
と
入
っ
て

く
る
ほ
ど
。
ま
た
、
交
流
都
市
の
担

当
者
も
よ
く
事
務
所
を
訪
れ
、
時
に

は
「
泊
ま
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
る

（
笑
）」
と
か
。

「
向
こ
う
の
人
は
素
朴
で
、
の
ん

び
り
し
て
る
ん
で
す
。
む
し
ろ
私
の

方
が
ハ
ッ
パ
を
か
け
ち
ゃ
う
よ
う
な

と
き
も
あ
る
く
ら
い
で
（
笑
）。
柏

村
で
は
子
ど
も
が
�
ほ
お
っ
か
む

り
�
を
し
て
歩
い
て
い
た
り
す
る
ん

で
す
よ
。
昔
み
ん
な
が
持
っ
て
い
た

素
朴
さ
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
」と
、

大
き
な
目
を
き
ら
き
ら
さ
せ
た
。

現
在
、
柏
村
の
「
り
ん
ご
一
枝
オ

ー
ナ
ー
」
と
「
ふ
る
さ
と
農
園
会
員
」

を
募
集
し
て
い
る
。
実
際
に
農
家
の

生
活
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
も
企

画
中
だ
。「
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
田
舎

の
人
の
素
朴
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」
と
身
を
乗
り
出
し
て

Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
た
。

富
里
三
丁
目
在
住
。
四
十
八
歳
。

柏市のふるさと交流に尽力
すぎ はし　　　 ひろ かず

No.369

忘れつつある素朴さを柏に

杉橋　宏和さん

鹿児島の旅でスケッチしたものを基にし
ており、苗代川という陶器を作る集落の風
景。同型で着物にも染められている。

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �7164-6413

「手仕事の風景～染・織・陶・紙～」
9月8日�まで

※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、
その翌日）

苗
代
川

�トイレの花子さん�もビックリ！？中原小では、
今、全学年すべてのトイレにペンキでいろいろな絵
が描かれています。これは保護者のかた30人が「暗
くて汚くて怖い」イメージをぬぐい去って、癒やし

系のトイレにしようと、昨年の12月からボランティアで行ったものです。
絵は学年ごと場所ごとに異なっていて、ついつい全部使ってみたくなるほ
ど。子どもたちにも「楽しくって、入りやすい」と大好評です。

暑い真夏の一日、背筋がゾッとするほど涼んでみた
い──。7月30日、南部近隣センターで「大人のため
の怖いおはなし会」が開かれました。小学生を中心に、
80人が怖いおはなし聞きたさに参加。イギリス民話
「猿の手」など3話が、朗読劇などで恐怖感たっぷりに
演じられました。この日は30度以上の真夏日。でも帰
りは少し涼しくなった気が。

こ
れ
な
ら
、
怖
く
な
い
ね

中
原
小
の
ト
イ
レ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

大人のための「おはなし会」

街�の�街�の�

青森県柏村でのりんご収穫体験ツア
ーにて。右端が引率役の杉橋さん

手賀沼花火大会
ヒュ～、ドドーン──。8月3
日、柏の夏の夜空を彩る手賀沼
花火大会が行われました。会場
では絶景ポイントを確保しよう
と、昼過ぎから家族連れや若い
カップルなどが集まり、夕方に
は花火が待ちきれないといった
様子で盛り上がっていました。
そしていよいよ午後7時から打

ち上げられた花火は計1万6千発。夜空に次々と打ち上
がっては花開く大輪や3色に色が変わるナイアガラ
（写真下）に「うわあ」「きれーい」と歓声が上がって
いました。


